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筑波研究学園都市，谷田川低地から採取された有機質土壌の1燭年代
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　　fluvial　deposits　at　Yata　River　in　the　Tsukuba　Science　City，Ibaraki　Prefセcture。BμJJ。
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1。はじめに

　筑波研究学園都市のある筑波台地には数条の小河川低

地が分布し，それを埋積する堆積物の形成年代を知るた

めに，簡易ボーリングを行い，有機質土壌を含む未固結

堆積物を採取した．コアの観察結果と有機質土壌に関す

る14C年代測定値について簡単に報告する．

　なお，谷田部町農政課からは，ボーリングを実施する

のに当たり各種便宜を受けた．記して厚くお礼申し上げ

る次第である．

　　　2・簡易ボーリングによる試料採取の

　　　　　経過と地質柱状

　　　　　　　　　　や　た　筑波台地においては，西谷田川・谷田川（東谷田川）・

小野川・乙戸川・花室川等の小規模河川が，何れも南一南

東へ流下する．このうち，既存の地盤調査ボーリングが

集中する谷田川中流域（牛久沼から約11km上流）におい

て，簡易ボーリングを実施した．

　ボーリング位置は，筑波郡谷田部町中心地の北方約

1・4km，谷田川左岸の沖積低地である（第1図）．そこ

は，河道の中心から約100m東に当たり・水田面から約

0・7m盛土された標高8・9mの地点である．本地点より

下流側（第2図）では，谷田川の河床勾配が0・36／1，000と

緩く，上流側ではL82／笠、000と急になる．

　筆者等の一人相原が，東邦地下鉱機㈱製，GR型削孔

機，口径120mmのスパイラルロッド及びこれに接続す

るビットを使用し，1981年5月26・27日に深度5・50mま

で掘削した．標準貫入試験ならびに試料採取を，L25－

5．50mの4．25mの間で9カ所，各30cmについて行

い，試験区間の上下約20cmの試料は，採取していな

い．なお，深度0．70－LOO　m間の試料は，試験に先立っ

て採取した．

　第3図は，試料の観察に基づいて作成した地質柱状図

である．掘削断面は，層相及びN値の特徴から，深度

3・05mと4・35mを境として，3層に区分することが可能

である．以下では，深度0・70－3・05mに当たる地層を亙

層，同3・05－4・35mのそれを豆層，同4・35－5．50mのそ

れを皿層と呼ぶ．なお，地表から0・7mまでの断面は，

盛（表）土のために以下では記述しない．

　1層は，草木根茎の多い有機質土壌を主体とし，上方

へ砂→泥→砂というサイクリックな粒径変化を示し，中

部の深度2－2・5mは特に黄褐色ローム質の泥からなる．

本層の基底付近には，凝灰質のシルト混り細砂に，円磨

された細礫が混入する．

　豆層は，腐植物・石英・雲母等が多く，層相変化が少

なく，淘汰の良い細砂から構成される．N値が10前後と

1層のそれに比べて高くなる．

　皿層は，豆層同様に石英・雲母等が多く，淘汰のやや

良い細砂から成る．しかし，多量の貝化石を産し，腐植

物を全く含まない点が大きく異なる．貝化石には，成田

層に普通に見られる外洋沿岸棲の∠6伽oρ脚痂銘短彿勉

（LlscHKE），　（｝1ツ6ツ膨廊∂63漉（DuNKER），　SoJ6η87伽4ゴ5

DuNKER，　（7α46JJα46伽（YoKoYAMA），丑4α6’7α6h痂6η5∫5

PHILIPPI，Fαわ％」2％sp．を産し，霞ケ浦湖底に分布する完

新世内湾棲貝類群集と明らかに区別できる．N値は15以

上と1・翼層のそれより高く，より締っている．

　本ボーリング地点の南西800mの台地上で掘削された

既存地盤調査ボーリング（第1図参照）の地質柱状図1）に

よれば，成田層中の含貝化石シルト質細砂層（N値が25

前後）は，標高7・6m以下に発達する・皿層の上限高度は

4・35mであるので，本層は上述の成田層（細砂層）に対比

＊環境地質部

1）本資料は，茨城県利根浄化センターによる56国補常流下第341－4

　号地質調査業務委託報告書（1981年12月）のボーリングno・39

　による．
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　　第1図　筑波研究学園都市及びボーリング位置図

「この地図は・国土地理院発行の5万分の1地形図（土浦）を使用したものである」

第2図　簡易ボーリング装置

　　背景は下流側の低地

されるであろう．従って，1・豆層は，皿層を下刻・侵食

して形成された谷埋めの堆積物であるとみなされる．

年代測定試料として，貫入試験時に得られたものより

も多くの有機質土壌を採取するために，スパイラルロッ

ド（径120mm）及び口径75mmのコアチューブを使用

し，貫入試験用ボーリングの孔口から約2m離れた位置

で再度掘削した．第3図を参考にして，1層中部の特に

有機質に富む土壌部分から試料1（水田面下L15－1・30m

の全コア）を，豆層上部のやや有機質に富む砂壌土部分か

ら試料2（同2・65－2．80mのそれ）を採取した．
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筑波研究学園都市，谷田川低地から採取された有機質土壌のUC年代（磯部・相原・宇野沢）
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第1表　有機質土壌の14C年代測定値

試料番号
フラクション番号

測定値（y。B。P，）

測定番号GaK一

測　　定　　者

測定試　料
採　 取　　者

採取年月日
採　　取　　地

採取深度（水田面下）

1

HA－1

7，350±490

　9756

HA－2

11，110土730

　9757

　　木　　越　　邦　　彦

有機質に富む土壌（砂質シルト）

　　相　　原　　輝　　雄

　　　1981．　5，　27

　　谷田川中流域の低地
　　　　36。2／28”N
　　　14004！26”E

　　　1．15－1．30m

2

HA－1

＞16，560

9758

HA－2

14，400±1，400

　　9759

　　　同　　　　左
やや有機質に富む砂壌土（細砂）

　　　同　　　　左
　　　1981．　5．　28

同

2．65－2．80m

左

3，年代測定結果

　有機質土壌からアルカリ溶液によるフミン酸の抽出を

各2回行い，二っのフラクション（1回目の抽出フラク

ションをHA－1，2回目のそれをHA－2と呼ぶ）につい

て，14C年代測定を実施した．なお，試料2（特にHA－2）

についてはフミン酸の抽出量が約0．1gに過ぎず，試料1

の測定値に比べて精度の低下は避けられない．第1表に

各年代測定値を示す．

　木越ほか（1978）によれば，土壌の14C年代測定では，

地下水で運ばれてきた別の有機物が，土壌に吸着される

ために，同一試料の二つのフラクションに関する14C年

代測定値が，異なって得られる場合がある．その際土壌

の堆積時期としては年代の古いものとほぼ等しいか，あ

るいはさらに古いと考える方が安全であるとされる．こ

の考えに従えば，試料1の堆積時期は，11，110±730

y。B，P・かそれより古いと推定される．試料2にっいて

も，16，560y。B・P，より古いとみなされる．
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谷田川低地から採取された2試料の年代測定値は，何

れも1万年以前と，予想以上に古い完新世以前の堆積物

であることが明らかになった．同じ筑波台地を下刻する

花室川中流域の低地から産出した材化石の年代測定値

も，さらに古いことが増田ほか（1978）により報告されて

いる．すなわちこの材化石は，第1図の露頭A・Bの水

田面（標高11。8m・13．4m）下3－4．5mと2．5－3．3mに

分布する泥炭層から採取され，前者の年代が＞30，970y・

B・P・（GaK－6206），後者のそれが24，760土1，050y．B．

P．（GaK－6862）であった．

4。おわ　り　に

筑波台地を下刻する谷田川中流域の沖積低地において

は，約4m前後の河成堆積物が分布することが明らかに

なった．本層は2層に区分され，上位（1）層は下位（豆）

層より細粒で腐植物に富むことから，河床勾配の減少

（海水準の上昇）に対応して形成されたものであると考え

られる．

今後本層と，筑波台地の東西を限る桜川・小貝川低地

等を埋積する厚い地層との対比を行いたい．
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